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平成 31(2019)年度全国学力・学習状況調査分析結果 

令和２年 1月 

下野市教育委員会 

◇ 調査について（「全国学力・学習状況調査」実施要項より一部抜粋） 

１ 調査の概要 

（１）調査の目的 

義務教育の機会均等とその水準の維持向上の観点から、全国的な児童生徒の学力

や学習状況を把握・分析し、教育施策の成果と課題を検証し、その改善を図るとと

もに学校における児童生徒への教育指導の充実や学習状況の改善等に役立てる。さ

らに、そのような取組を通じて、教育に関する継続的な検証改善サイクルを確立す

る。 

（２）調査実施日・調査の対象 

平成 31(2019)年 4 月 18 日（木） 

【小学校】第６学年  【中学校】第３学年 

（３）調査事項及び手法 

① 児童生徒に対する調査 

ア 教科に関する調査〔国語、算数・数学、英語〕 

国語、算数・数学、英語はそれぞれ次の(ｱ)と(ｲ)を一体的に出題。 

（ｱ）身に付けておかなければ後の学年等の学習内容に影響を及ぼす内容や、

実生活において不可欠であり常に活用できるようになっていること

が望ましい知識・技能など。 

（ｲ）知識・技能等を実生活の様々な場面に活用する力や、様々な課題解決

のための構想を立て実践し評価・改善する力などに関わる内容。 

英語においては、「聞くこと」、「読むこと」、「話すこと」、「書くこと」に関

する問題を出題。※調査問題は現行の学習指導要領（平成 20 年告示）に示さ

れた目標及び内容等に基づいて作成。 

イ 質問紙調査 

学習意欲、学習方法、学習環境、生活の諸側面等に関する質問紙調査。 

・挑戦心、達成感、規範意識、自己有用感等 

・部活動に関する状況 

・ICT を活用した学習状況 

・主体的・対話的で深い学びの視点からの授業改善に関する取組状況 

・学習に対する興味・関心や授業の理解度等 

② 学校に対する質問紙調査 

（４）その他 

本調査の結果は、学力の特定の一部分であること、学校における活動の一側

面であることに留意し、児童生徒の全般的な学習状況への指導・改善等につなげ

るよう留意する。 

 

２ 本市の参加状況 

調 査 対 象 内 訳 下 野 市 全 国 （ 公 立 ） 

小学校１１校 小学校第６学年 ５０４人 １、０２８、２０３人 

中学校 ４校 中学校第３学年 ４８２人    ９３８、８８８人 

※ 参加人数が最も多い教科での数値 

  



2 

 

◇ 本市の結果 

１ 概要 

（１）下野市と全国平均正答率との比較 Ｈ２１～３１全体比較 ※H23、24 は抽出調査 

  ◎ 大きく上回っている（5 ポイント以上）  ○ 上回っている（１ポイント以上 5 ポイント未満） 

  － 同じ（±1 ポイント未満） 

  ▽ 下回っている（１ポイント以上 5 ポイント未満） ▼ 大きく下回っている（5 ポイント以上） 

 小学校 
H 

21 
H 

22 
H 

25 
H 

26 
H 

27 
H 

28 
H 

29 
H 

30 
H 

31 中学校 
H 

21 

H 

22 

H 

25 

H 

26 

H 

27 

H 

28 

H 

29 

H 

30 

H 

31 

国語Ａ ○ ○ ○ ▽ ▽ － ○ ○ 
○ 

国語Ａ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ 
○ 

国語Ｂ ○ － ○ ○ － ○ ○ ○ 国語Ｂ ◎ ◎ ◎ ○ ○ ◎ ○ ○ 

算数Ａ － ○ ○ － － － ○ ○ 
○ 

数学Ａ ◎ ◎ ○ ○ ○ ○ ○ － 
○ 

算数Ｂ － ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 数学Ｂ ◎ ◎ ○ ◎ ◎ ○ ○ ○ 

理 科  ○  ○  理 科  ○  ○  

  ※ 平成３１年度よりＡ、Ｂ問題の区分なし。 英 語  ○ 

  

（２）全体・領域別の結果    ◇下野市と県・全国平均正答率との比較 

   【Ｈ３１全体】 

 

 

 

〈小学校６年〉 県との比較 全国との比較 〈中学校３年〉 県との比較 全国との比較 

国 語 ○ ○ 国 語 ○ ○ 

算 数 ○ ○ 数 学 ○ ○ 

 英 語 ○ ○ 

  【Ｈ３１領域別】 

 〈小学校６年〉 

国 語 県との比較 全国との比較 算 数 県との比較 全国との比較 

話すこと・聞くこと ◎ ◎ 数 と 計 算 ○ ○ 

書 く こ と ◎ ◎ 量 と 測 定 ◎ ○ 

読 む こ と ○ ○ 図 形 ○ - 
伝統的な言語文化と国語

の特質に関する事項 
○ - 数 量 関 係 ○ ○ 

 

〈中学校３年〉 

国 語 県との比較 全国との比較 数 学 県との比較 全国との比較 

話すこと・聞くこと - - 数 と 式 ○ - 
書 く こ と ○ ○ 図 形 ○ ○ 

読 む こ と ○ ○ 関 数 ○ ○ 

伝統的な言語文化と国語

の特質に関する事項 
○ ○ 資 料 の 活 用 ○ - 

英 語 県との比較 全国との比較  

聞 く こ と ○ ○ 

話 す こ と 公表なし 公表なし 

読 む こ と ○ ○ 

書 く こ と ◎ ○ 
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２ 各教科の分析結果 

（１）国語 
〈小学校第６学年〉 

全国平均を下回った設問 

 

設問１ 四（１）ア・イ 既習の漢字を文の中で正しく使えるか問う問題。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

〇 確認する力 

〈第５学年及び第６学年〉伝統的な言語文化と国語の特質に関する事項（１） 

ウ 文字に関する事項 

（ア） 当該学年の前の学年までに配当されている漢字を書き、文や文章の中で使うこと。 

〇 考察 

・いずれの問題も「類型以外の誤答」の割合が県や全国に比べて高くなっていることから、

部分的に形が異なっている文字や、同じ部分をもつ別の漢字を解答していることが考えら

れる。また、アの類型２の誤答の中には「対称」も含まれると考えられることや、イの問

題においては、無解答の割合も高くなっていることから、文脈の中で同音異義語を使い分

けたり、文章に合った適切な漢字を用いたりすることにも課題があると考えられる。 

・指導に当たっては、字形のみを注意して繰り返し練習することを重視するのではなく、本

設問のように自分が書いた文章を見直す活動を通して、漢字のもつ意味を考えながら文や

文章の中で正しく用いることができるようにしていくことが必要である。また、漢字辞典

を用いて、新出漢字の読みや意味などを調べる活動も有効である。  

四 

高
橋
さ
ん
は
、
【
報
告
す
る
文
章
】
を
書
き
終
え
、
読
み
返
し
て
い
ま
す
。(

略) 

(1) 

高
橋
さ
ん
は
、
習
っ
て
い
る
漢
字
が
ひ
ら
が
な
に
な
っ
て
い
る
と
こ
ろ
が
あ
る
こ
と
に
気
が
つ

き
、
書
き
直
す
こ
と
に
し
ま
し
た
。【
報
告
す
る
文
章
】
の

―
部
ア
か
ら
ウ
の
ひ
ら
が
な
を
、

漢
字
で
て
い
ね
い
に
書
き
ま
し
ょ
う
。 

 

ア 

地
い
き
の
人
三
十
人
を
調
査
の
た
い
し
ょ
う
と
し
て
、
イ 

学
級
の
友
達
に
か
ぎ
ら
ず
多
く
の
人
に
伝
え
、 

      

［平均正答率］ 

市 39.1％ 県 43.0％ 全国 41.9％ 

［解答類型と反応率(市)］ 

１ 「対象」と解答しているもの(正答) 39.1％ 

２ 4.6％ 

３  19.2％ 

４ 3.2％ 

上記以外 26.0％ 

無解答 7.9％ 

 

［平均正答率］ 

市 61.7％ 県 69.5％ 全国 69.4％ 

［解答類型と反応率(市)］ 

「限（らず）」と解答しているもの(正答) 61.7％ 

上記以外 23.2％ 

無解答 15.1％ 
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市平均正答率が低かった設問 

 

設問１ 三 目的や意図に応じて、自分の考えの理由を明確にし、まとめて書く問題。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                     

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

［正答の条件］ 

次の条件を満たして解答している。 

①「２ 調査の内容と結果」の（１）と（２）の両方

から、分かったことについて言葉や文を取り上げ

て書いている。 

②【報告する文章】にふさわしい表現で書いている。 

③ 書き出しの言葉に続けて、40 字以上、70 字以内

で書いている。 

 

［正答例］ 

・（「なぜなら、」）公しゅう電話は、主にけいたい電

話を使うことができないときに必要とされていた

り、きん急のときにも使うことができたりするか

らです。（68 字） 

［平均正答率］ 市 36.5％ 県 30.5％ 全国 28.8％ 

［解答類型と反応率(市)］ 

１ 条件①、②、③を満たしているもの（正答） 36.5％ 

２ 条件①は満たしているが、条件②は満たしていないもの 5.0％ 

条件②は満たしているが、「２調査の内容と結果」の 

３ (1)からのみ、分かったことについて言葉や文を取り上げて書いているもの 

 

23.4％ 

４ (2)からのみ、分かったことについて言葉や文を取り上げて書いているもの 5.8％ 

５ (1)や(2)から、分かったこと以外の内容について言葉や文を取り上げて書いているもの 9.5％ 

６ 「２調査の内容と結果」の(1)や(2)以外から、言葉や文を取り上げて書いているもの 2.8％ 

上記以外の解答 15.2％ 

無解答 1.8％ 
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〇 確認する力 

〈第５学年及び第６学年〉Ｂ 書くこと 

ウ 事実と感想、意見などとを区別するとともに、目的や意図に応じて簡単に書いたり詳し

く書いたりすること。 

〇 考察 

・県、全国の平均正答率を上回っているものの、平均正答率が４割を下回る結果となった。

類型３の反応率が４分の１近く見られることから、自分の考えの根拠として、複数の事実

を取り上げて書くことに課題があると考えられる。 

・指導に当たっては、調べたことを報告する文章等を書く活動を通して、自分の考えが相手

に伝わるように、事実と考えとを区別して書いたり、自分の考えに説得力をもたせられる

ような事例を取り上げ、理由を明確にしながらまとめたりすることができるようにしてい

く。また、調べた目的と結果に裏付けされた自分の考えが一致するよう、文章全体の構成

を踏まえて書くことも重要である。 

 

〈中学校第３学年〉 

市平均正答率が低かった設問 
 

設問２ 三 話合いの流れを踏まえ「どうするか決まっていないこと」について自分の考えを書く問題。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

三 場面③のＡで山下さんは、「どうするか決まっていないこと」について自分の考えを

述べようとしています。あなたなら、どのような考えを述べますか。次の条件１と条件

２にしたがって、実際に話すように書きなさい。(略) 

 

条件１ 話し合いの流れを踏まえ、「どうするか決まっていないこと」とは何かを明確に

して書くこと。 

条件２ 条件１で示した「どうするか決まっていないこと」を解決する具体的な案を考え

て書くこと。 
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〇 確認する力  

〈第 1学年〉 Ａ 話すこと・聞くこと 

オ 話合いの話題や方向をとらえて的確に話したり、相手の発言を注意して聞いたりして、

自分の考えをまとめること。 

〇 考察 

・全国や県と比較して無答率は低いものの、県や全国の平均正答率を下回り、全体で最も正

答率が低い設問となった。解答類型に含まれない解答（上記以外の解答）の割合が県や全

国と比べて高く、３つの条件のうち１つのみ、あるいはどの条件も満たさない解答が多か

ったと考えられる。また、解答類型１～３の反応率の割合から条件①②を満たしていない

解答が多かったと推測されることより、話合いの流れを踏まえて自分の考えをまとめるこ

とに課題があると考えられる。 

・指導に当たっては、話し合う相手、目的、内容を理解させた上で、話題や流れに沿った話

合いができるようにしていくことが求められる。話合いをさせたままではなく、話題につ

いて確認したり、経過を捉えたりすることができるよう、必要に応じて途中で教師が助言

を入れることも重要である。このような話合いの基本は小学校の段階でも学習しているが、

第１学年の段階で改めて確認できるよう、小学校で学習した相手の発言を受けて自分の考

えを発言することや、司会の進め方などを踏まえた指導が求められる。更に、常に自分の

考えをもちながら話合いに参加するように指導することも必要となる。話合いの流れを的

確に捉えながら、最終的な到達点に向けて自分の考えを具体的にまとめられるよう、記録

を取りながら進めていくことも有効である。 

 

  

 ［正答の条件］ 

次の条件を満たして解答している。 

① 話合いの流れを踏まえ「どうするか決まっていないこと」とは何かを明確にして書いている。 

② ①で示した「どうするか決まっていないこと」を解決する具体的な案を書いている。 

③ 実際に話すように書いている。 

 

［正答例］ 

・校内にある「土足禁止」という掲示物の表現をどのように直すのかについてです。私は、

文化祭に来てくださる方に対しては、「ここで靴を脱いでお上がりください。」のように直

すとよいと思います。皆さんはどう思いますか。 

・「土足禁止」という表現をどのように直すのかについては，「土足のまま上がることは禁止

しています。」とするのがよいと思います。 

・校内にある「土足禁止」という掲示物の表現をどのように直すのかが決まっていません。

「禁止」を言い換えた言葉を一人ずつ挙げてみませんか。 

［平均正答率］ 市 60.1％ 県 61.3％ 全国 60.4％ 

［解答類型と反応率(市)］ 

１ 条件①、②、③を満たしているもの（正答） 60.1％ 

２ 条件①、②を満たし、条件③を満たさないで解答しているもの 0％ 

３ 条件①、③を満たし、条件②を満たさないで解答しているもの 8.1％ 

４ 条件②、③を満たし、条件①を満たさないで解答しているもの 0.4％ 

上記以外の解答 24．7％ 

無解答 6．7％ 

 



7 

 

全国平均を下回った設問 
 

設問４ 話の一部を除いた表現の説明として適切なものを選択する問題。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
〇 確認する力  
〈第 1学年〉 伝統的な言語文化と国語の特質に関する事項（１） 
イ 言葉の特徴やきまりに関する事項 

（ウ）事象や行為などを表す多様な語句について理解を深めるとともに、話や文章の中の語

彙について関心をもつこと。 

〇 考察 

・わずかに全国平均正答率を下回った設問である。全国と比較して、類型２、３の反応率が
高いことから、選択肢２か４のいずれかを選択している生徒が多いと考えられる。選択肢
２、４は、語の一部を省いた表現を推奨する記述となっている。世代の違いによる言葉の
違いがあることや、一般的には用いられないが、特定の職業や分野内でのやり取りでは省
略される言葉があることを理解するなど、日常使用している語句だけではなく、事象や行
為などを表す語句が多様であることに気付き、どのように活用すればよいか考えていくこ
とに課題があると考えられる。 

・指導に当たっては、事象や行為などを表す多様な語句を、目的や状況に応じて適切に使え
るようにすることが重要になる。例えば、同じ語でも省略して用いられる場合とそうでな
い場合ではそれぞれどのような理由があるのか、状況がどう違うのかなど、具体的な場面
を想定し、それに基づいて考えさせる活動が挙げられる。また、相手の受け取り方を予想
したり確かめたりしながら、より的確に内容を伝えられる表現を用いることができるよう
言語活動を通して指導していくことも大切である。 

４ 

私
た
ち
は
、
話
し
た
り
書
い
た
り
す
る
際
に
、
﹁イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
﹂の
こ
と
を
﹁ネ
ッ
ト
﹂と
い
う
な

ど
、
語
の
一
部
を
省
い
て
表
現
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
語
の
一
部
を
省
い
た
表
現
に
つ
い
て
の
説
明

と
し
て
適
切
な
も
の
を
、
次
の
１
か
ら
４
ま
で
の
中
か
ら
二
つ
選
び
な
さ
い
。 

 
１ 
何
の
話
を
し
て
い
る
の
か
に
つ
い
て
互
い
に
分
か
っ
て
い
る
場
合
に
は
、
語
の
一
部
を
省
い
た
表

現
の
使
用
で
済
む
こ
と
が
あ
る
。 

２ 

ど
の
年
代
の
人
に
も
正
確
に
理
解
し
て
も
ら
う
た
め
に
は
、
で
き
る
だ
け
多
く
の
語
を
、
語
の
一

部
を
省
い
た
表
現
に
直
す
と
よ
い
。 

３ 

語
の
一
部
を
省
い
た
表
現
が
、
伝
え
た
い
こ
と
と
は
異
な
る
意
味
で
受
け
取
ら
れ
そ
う
な
状
況
で

は
、
そ
の
表
現
を
用
い
な
い
方
が
よ
い
。 

４ 

語
の
一
部
を
省
く
こ
と
が
一
般
的
で
な
い
表
現
の
場
合
で
も
、
語
の
一
部
を
省
い
た
表
現
を
様
々

な
場
面
で
用
い
る
方
が
よ
い
。 

［平均正答率］ 

市 78.0％ 県 77.2％ 全国 78.7％ 

 

［解答類型と反応率(市)］ 

１ １と３と解答(正答) 78.0％ 

２ １、 

１と２、 

１と４、 

  １と２と４ と解答 

9.6％ 

３ ３、 

２と３、 

３と４、 

  ２と３と４ と解答 

6.9％ 

上記以外の解答  3.5％ 

無解答 2.1％ 
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（２）算数・数学

〈小学校第６学年〉

市平均正答率が全国平均より下回った設問より

設問３（４） 除法の意味を理解しているかどうかをみる問題

正答 ・い １ｍ分の代金・・・・・・・・・・・・ 41.9%（県平均 41.0%、全国平均 47.0%）

誤答 ・あ ０.６ｍ分の代金・・・・・・・・・・・ 12.7%

・う ６ｍ分の代金・・・・・・・・・・・・ 29.2%

・え １０ｍ分の代金・・・・・・・・・・・ 15.3%

・上記以外の解答・・・・・・・・・・・・・ 0.4%

・無解答・・・・・・・・・・・・・・・・・ 0.6%

○ 確認する力

〈第３学年〉D数量関係

（１）除法が用いられる場面を式に表したり、式を読み取ったりすることができるようにす

る。

〈第５学年〉A数と計算

（３）小数の乗法および除法の意味について理解を深め、それらを用いることができるよう

にする。

ア 乗法や除法が整数である場合の計算の考え方を基にして、乗数や除数が小数である

場合の乗法および除法の意味について理解すること。

イ 小数の乗法および除法の計算の仕方を考え、それらの計算ができること。また、あ

まりの大きさについて理解すること。

ウ 小数の乗法および除法についても、整数の場合と同じ関係や法則が成り立つことを

理解すること。



10

○ 考察

・1800 ÷ 6 は、何ｍ分の代金を求めている式といえるのかを選ぶ問題で、本市では正答率

が県平均をわずかに上回ったものの、全国平均を 5.1 ポイント下回っている。誤答につい

ては、「う ６ｍ分の代金」を選んでいる児童が 29.2%と多く、被除数と除数を 10 倍した

1800 ÷ 6 の式の除数６に着目して、６ｍ分の代金を求めていると誤って捉えていると考え

られる。

・指導に当たっては、計算をする際に、その計算が確実にできるとともに、数を多面的にみ

ることで計算に関して成り立つ性質を活用し、能率的に計算するための工夫を考えさせる

ことが大切である。本設問を用いて、小数の除法を整数の除法に直すときには、除法に関

して成り立つ性質が用いられていることを確認した後、180 ÷ 0.6 と 1800 ÷ 6 の式がそれ

ぞれ何を求めている式といえるのかを具体物や図、数直線などを用いて考察する活動が考

えられる。その際、まず 180 ÷ 0.6 が 1 ｍ分のリボンの代金を求める式であることを確認

し、次に、図に示すなどすることで、除数と被除数を 10倍した 1800÷ 6も 1ｍ分の代金

を求めている式といえることを捉えることができるようにする。除法の式と具体的な場面

とを関連付ける場を設定することが大切である。

〈中学校第3学年〉

市平均正答率が県、全国平均よりも下回った設問より

設問１ 数の集合と四則計算の可能性について理解しているか見る問題

正答 イ、エ ・・・・・・・・・・・ 57.2% （県平均 59．4％、全国平均 62.2％）

誤答 イ・・・・・・・・・・・・・・ 20.5%

エ・・・・・・・・・・・・・・ 5.2%

イ、ウ、エ・・・・・・・・・・ 1.7%
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○ 確認する力

〈第４学年〉A数と式

（1） 具体的な場面を通して正の数と負の数について理解し、その四則計算ができるように

するとともに、正の数と負の数を用いて表現し考察することができるようにする。

ア 正の数と負の数の必要性と意味を理解すること。

○ 考察

・aとbが正の整数のとき、四則計算の結果が正の整数になるとは限らないものを選ぶ設問で

ある。本市の正答率（57.2%）は、県正答率（59.4%）、全国正答率（62.2%）を下回ってい

る。誤答については、aとbが正の整数のとき、a、bの差だけが正の整数にならないことが

あると捉えた生徒が多く、数の集合と四則計算の可能性についての理解に課題があると考

えられる。

・指導に当たっては、四則計算の可能性についての理解のために、具体的な数で計算した結

果がどのような数の範囲であるかを確認するなど、計算結果の特徴を捉える活動を重視す

ることが大切である。本設問を用いる場合には、aとb が正の整数のとき、四則計算a＋b、

a－b、a×b、a÷b の結果がいつでも正の整数になるかどうかを考察する活動を取り入れる

ことが考えられる。その際、aとb に代入する整数によって、計算して 得られる結果が正

の整数にならない場合があることを見いだすことが必要である。例えば a＝４、b＝２の

場合には、四則計算はいつも正の整数となる。しかし、a＝２、b＝３の場合には、２数の

和と積は正の整数になるが、差は負の整数、商は正の数だが整数ではない。このように、

aとbに様々な正の整数を代入して四則計算を行い、その結果の特徴を的確に捉えて、計算

の可能性について考察する場面を設定することが大切である。

市平均正答率が県、全国平均よりも下回り、無解答率の高い設問より

設問８（２） 資料の傾向を的確に捉え、判断の理由を数学的な表現を用いて説明するこ

とができるかをみる問題
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正答の条件 次の(a)(c)、または、(b)(c)について記述しているもの。

(a)1日あたりの読書時間である 26分が、山の頂上の位置にないこと。

(b)1日あたりの読書時間である 26分が、度数が最大である階級に含まれていないこと。

(c)1日に 26分くらい読書をしている生徒が多いと言えそうだ、という考えは適切でないこと。

本市の正答率 37.6%(県平均 38.8%、全国平均 40.8%)

誤答 ・(b)について度数の大小のみ記述し、(c)について記述しているもの・・・１.0%

・(b)について度数の大小のみ記述し、(c)について記述していないもの・・10.2%

・(c)のみを記述しているもの・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・1.9%

・上記以外で、ヒストグラムから読み取れることを記述しているもの・・・ 4.1%

・ヒストグラムについての読み取りを誤って記述しているもの・・・・・・ 2.7%

・上記以外・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・20.5%

・無解答・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・22.0%

○ 確認する力

〈第１学年〉D資料の活用

（1） 目的に応じて資料を収集し、コンピュータを用いたりするなどして表やグラフに整理

し、代表値や資料の散らばりに着目してその資料の傾向を読み取ることが出来るように

する。

イ ヒストグラムや代表値を用いて資料の傾向をとらえ説明すること。

○ 考察

・「１日に 26 分ぐらい読書をしている生徒が多い」という考えが適切ではない理由をヒス

トグラムの特徴を基に説明する問題である。本市の正答率（37.6%）は、県平均（38.8%）、

全国平均（40.8%）を下回っており、誤答については、「ヒストグラムでは 10 分以上 20 分

未満の生徒が多いから」と、度数の大小のみについて記述している生徒が 10.2%と多かっ

た。このように記述した生徒は、10 分以上 20 分未満の階級の度数が大きいことに着目し

て記述しているが、1 日あたりの読書時間である 26 分が、度数が最大である階級に含まれ

ていないことを表現することができなかったと考えられる。また、無解答率が 22.0 ％と最

も多い設問であり、資料の傾向を的確に捉え、判断の理由を数学的な表現を用いて説明す

ることに課題があると考えられる。

・指導に当たっては、代表値を求めたりデータの分布の様子を読み取ったりする場面を設定

し、その傾向を捉えて、批判的に考察し判断できるように指導することが大切である。本

設問を用いる場合には、平均値が代表値としてふさわしいかどうかをデータの分布の様子

から検討し、判断する場面を設定することが考えられる。「1 日に 26 分ぐらい読書をして

いる生徒が多いというのは適切ではない。」ことを説明するには、「1 日あたりの読書時間

である 26 分は山の頂上にないので、1 日に 26 分ぐらい読書をしている生徒が多いという

のは適切ではない。」のように、データの分布の特徴を捉えて、説明すべき事柄とその根拠

を明確にもって説明できるようにすることが大切である。
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（３）英語 

 

県平均よりも下回った設問 

 

設問９（１） 文の中で適切に接続詞を用いることができる力を問う問題。 

 

  

 

 

 

 

 

 

正答－２   ＜市正答率 80.3％ 県正答率 80.9％ 全国正答率 79.9％＞ 

 

○確認する力   

    学習指導要領解説 言語活動 エ 書くこと 

（ア） 文や符号を識別し、語と語の区切りなどに注意して書くこと。 

（イ） 語と語のつながりなどに注意して正しく文を書くこと。 

○考察 

 ・接続詞は、語と語、文と文を結束させ、文章を書く上で重要な役割を果たすものである 

が、選択肢３(but)を選んだ生徒が 8.7％に上った。文と文などを論理的につなぐ働き 

をもつ接続詞の使い方を正しく理解させたい。 

・指導に当たっては、接続詞 if の意味を確認するだけでなく、どのように文の中で用い 

ることができるかを理解させることが大切である。２つの文の意味を考えた上で、適切 

な接続詞を用いて１つの文を作る活動や、接続詞を使って、主節に続く従属節を書く作 

文を行う活動等が考えられる。習得までに時間がかかることから、言語活動を通して 

繰り返し指導していくことが重要である。 

 

市として平均正答率が低かった問題 

 

設問１０ 与えられたテーマについて考えを整理し、文と文のつながりなどに注意して 

     まとまりのある文章を書く力を問う問題。 
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正答例 

・I think A is better. It shows a teacher and students in a classroom, so it looks like a 

school. I don’t think B is good because it looks like a library. (32words)  

＜市正答率 2.3％ 県正答率 1.7％ 全国正答率 1.8％＞ 

 

○確認する力  

   学習指導要領解説 言語活動 エ 書くこと 

   （オ）自分の考えや気持ちなどが読み手に正しく伝わるように、文と文のつながり 

などに注意して文章を書くこと。 

○考察 

・解答類型から、条件①「どちらの案がよいか１つ選んで意見を書く」条件②「選んだ理由 

等について２つの案に触れながら書く」条件③「25 語以上の英語で書く」という３つの 

条件は満たしているが、正しい語や文法事項等を理解して文章を書くことに課題がある 

解答が約 40％に上り、コミュニケーションを取る上で支障をきたすような語や文法事項 

等の誤りが多い結果となった。 

・与えられたテーマについてまとまりのある文章を書く際には、テーマについて自分の考え 

を整理し、どのように書けば読み手に伝わるかを考えながら書き表す必要がある。 

指導に当たっては、自分の考えをもつことができるようにすることや、語や文法事項等を 

正しく理解して書き表すことができるように指導することが必要である。 



15 

 

 

・文章の構成（自分の主張→主張を支える根拠や具体例）を意識して、書く活動を行うこと 

も大切である。 

・書く指導に当たっては、I や You 以外の主語を用いて書く指導を行うことで、伝える内 

容の幅を広げたり、主語の数に応じて動詞の形を変化させる活動を取り入れたりするこ 

とで、文や文構造を正しく活用する必要性のある言語活動を充実させたい。 

 

無解答率の高かった問題 

 

設問４ 聞いて把握した内容について、適切に応じることができる力を問う問題。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜放送文＞ 

 

                                        

正答例  

 ・You can try the judo club.  

 ・Why don’t you join the music club? 

＜市正答率  11.4％  県正答率  8.8％   全国正答率  7.6％＞ 

＜市無解答率 38.8％  県無解答率 41.3％ 全国無解答率 42.3％＞ 
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○確認する力  

 学習指導要領解説  言語活動 ア 聞くこと 

（ウ）質問や依頼などを聞いて適切に応じること。 

 

○分析・考察 

・解答類型によると、「部活動についてのアドバイスをするという趣旨から外れ、メッセー 

ジの内容を理解できていない」と考えられる解答が 32.4％であった。（例：アドバイスが 

不適切であるもの You should study Japanese hard. / 自分のことを書いているもの  

I play tennis every day.）聞いた内容を理解できていない、または自分の考えを表現す 

るに至らない状況であることが原因として考えられる。また、自分の考えを示すために必 

要な表現が身に付いていない、文構造上の誤りがある解答が 13.3％に上った。（例：動詞 

が欠落している I soccer.など） 

・指導に当たっては、「聞くこと」の活動を充実させるために、クラスルームイングリッシ 

ュを充実させ、１回で要点や概要を聞き取ることができるよう、学習方法を工夫すること 

が考えられる。また、質問や依頼、提案などを聞いて理解し、理解したことに対して適切 

な応答をするなどの活動を繰り返し行っていくことも必要である。 

 

    

設問８   書かれた内容に対して自分の考えを示すことができるよう、話の内容や 

書き手の意向などを捉える力を問う問題。 

 

 

 

.           
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正答例 

  ・We should not but too much food. 

  ・If I can’t eat everything, I can share it with others. 

      ＜市正答率 16.8％  県正答率 10.6％ 全国正答率 10.9％＞ 

＜市無解答率 22.6％ 県無解答率 28.1％ 全国無解答率 27.9％＞ 

○確認する力 

 学習指導要領解説 言語活動 ウ 読むこと 

（オ）話の内容や書き手の意見などに対して感想を述べたり賛否やその理由を示 

したりなどすることができるよう、書かれた内容や考え方などをとらえる 

こと。 

○考察 

  ・文法などの誤りがあっても、考えを伝える上で大きな支障がなければ正答となる設問 

であるが、問いと同様の内容を繰り返したり、単に感想を述べたりする誤答が見られ 

る。食糧を無駄にすることをやめるために、自分ができることを書くという問題の趣 

旨を踏まえていない解答も 40％に上った。また、自分の考えを示すために必要な表 

現が身に付いていない、語順やつづりの誤り、動詞の欠落や重複など、考えを伝える 

上で大きな支障となる語や文法上の誤りが見られる解答も約 20％に上った。 

・指導に当たっては、日頃から読んだことの内容理解に留まらず、理解した内容を踏ま 

えて、自分はどう考えるか、ペアやグループなどで意見交換をしたり、尋ね合ったり

する授業を提案したい。 
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３ 学習状況調査（児童・生徒質問紙）の分析結果 

（１）基本的生活習慣 

 

 

※ 数値は、「している」「どちらかといえば、している」の合計 

 

 

  

質問 

番号 
質  問  事  項 

小学校（％） 中学校（％） 

市 全国 市 全国 

（１） 朝食を毎日食べていますか 97.7 95.3 95.0 93.1 

（２） 毎日，同じくらいの時刻に寝ていますか 84.5 81.4 79.9 78.0 

（３） 毎日，同じくらいの時刻に起きていますか 94.6 91.6 95.6 92.8 

全ての質問事項において、肯定的な回答の割合が昨年度よりも高い結果となった。また、全国

の結果と比較しても、本市の児童生徒は全国と比較して基本的生活習慣が定着していることが

確認できる。一方で、昨年同様、起床時刻に比べ就寝時刻が不規則な傾向が見られた。 

 今後も就寝時刻の定着を意識しながら、規則正しい生活習慣の大切さを児童生徒に指導する

とともに、家庭にも引き続き啓発を行い、現在の好ましい生活習慣を継続させていくことが望

まれる。 

（３）毎日，同じくらいの時刻に起きていますか 

 

【小学校】 

 
 

【中学校】 
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（２）学習習慣 

 

※（17）（21）（22）の数値は、「している」「どちらかといえば、している」の合計 

 

  

質問 

番号 
質  問  事  項 

小学校（％） 中学校（％） 

市 全国 市 全国 

（１７） 家で自分で計画を立てて勉強をしていますか 78.0 71.5 51.5 50.4 

（１８） 

学校の授業時間以外に，普段（月曜日から金曜日），１日当たりど

れくらいの時間，勉強をしますか（学習塾で勉強している時間や家

庭教師に教わっている時間も含む）   

※１時間以上と回答した割合  

78.4 66.1 81.1 69.8 

（１９） 

学校の授業時間以外に，普段（月曜日から金曜日），１日当たり

どれくらいの時間，読書をしますか（教科書や参考書，漫画や雑

誌は除く）           ※３０分以上と回答した割合 
46.1 39.8 28.4 27.0 

（２０） 

昼休みや放課後，学校が休みの日に，本（教科書や参考書，漫画や

雑誌は除く）を読んだり，借りたりするために，学校図書館・学校

図書室や地域の図書館にどれくらい行きますか 

※上段:週に1回以上 下段:月に1回以上と回答した割合   

21.9 17.2 6.1 8.3 

45.5 40.5 18.8 20.4 

（２１） 読書は好きですか 77.2 75.0 67.2 68.0 

（２２） 新聞を読んでいますか 23.8 19.0 16.8 12.7 

学校の授業時間以外に平日１日当たり１時間以上勉強している割合は、昨年度と比較して、

小学生は6.5 ポイント、中学生は0.5 ポイント増加しており、学習習慣が定着している児童生

徒が増えてきている。一方で、１日当たり３０分以上読書をしている児童生徒の割合は全国を

上回ったものの、昨年度と比較して、小学校で5.4ポイント、中学校で5.5ポイント下回った。

また、中学校の図書館の利用機会や読書への興味関心に関する項目が全国の割合を下回った。 

 今後は、家庭での学習時間を確保しつつ、家庭と連携しながら読書活動の充実を図っていく

ことで読書に親しむ態度を育んでいくことが重要である。 

（２０）学校の授業時間以外に，普段（月曜日から金曜日），１日当たりどれくらいの時間，読書を

しますか（教科書や参考書，漫画や雑誌は除く） 

【小学校】 

 

【中学校】 
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（３）国語科に関する内容 

 

 

 

 

 

 

 

 

※ 質問番号の上段は小学校、下段は中学校 

※ 小(37)～(44)中(40)～(47)の数値は、「当てはまる」「どちらかといえば、当てはまる」の合計 

 

質問 

番号 
質  問  事  項 

小学校（％） 中学校（％） 

市 全国 市 全国 

（３７）（４０） 国語の勉強は好きですか 75.4 64.2 64.7 61.7 

（３８）（４１） 国語の勉強は大切だと思いますか 95.4 93.0 93.9 91.0 

（３９）（４２） 国語の授業の内容はよく分かりますか 89.9 84.9 83.0 77.6 

（４０）（４３） 
国語の授業で学習したことは，将来，社会に出たときに役に立つと

思いますか 
94.4 91.2 92.1 88.0 

（４１）（４４） 
国語の授業で学習したことを，普段の生活の中で，話したり聞いた

り書いたり読んだりするときに活用しようとしていますか 
83.3 76.9 78.0 71.6 

（４２）（４５） 
国語の授業では，目的に応じて，自分の考えを話したり書いたりし

ていますか 
84.6 78.1 84.6 77.4 

（４３）（４６） 
国語の授業で自分の考えを話したり書いたりするとき，うまく伝わるよう

に理由を示したりするなど，話や文章の組立てを工夫していますか 75.8 68.5 71.8 64.4 

（４４）（４７） 
国語の授業で文章や資料を読むとき，目的に応じて，必要な語や文を見つ

けたり，文章や段落どうしの関係を考えたりしながら読んでいますか 76.3 71.4 77.0 68.4 

（４５）（４８） 
今回の国語の問題について，解答を文章で書く問題がありました

が，どのように解答しましたか  

※「最後まで書こうと努力した」と回答した割合  
86.1 80.4 85.5 79.8 

（４５）（４８）今回の国語の問題について，解答を文章で書く問題がありましたが，どのように解答しましたか 

【小学校】 

 
【中学校】 

 

 国語科に関する内容については、小・中学校とも全ての質問事項において肯定的な回答の割

合が全国よりも上回った。国語の学習への関心が高く、既習事項を普段の生活や授業の中で活

用できている児童生徒が多いことが確認できた。また、「授業内容がよく分かる」の項目では、

小学校では９割近く、中学校においても８割程度が肯定的な回答をしていることから、質の高

い授業が国語への意欲の向上につながっていると考えられる。 

今後も児童生徒にとって分かりやすい授業を心掛け、読書活動との関連を意識しながら授業

改善に取り組んでいくことが望まれる。 
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（４）算数･数学科に関する内容 

 

 

 

 

 

 

※ 質問番号の上段は小学校、下段は中学校 

※ 小(46)～(55)中(49)～(52)の数値は、「当てはまる」「どちらかといえば、当てはまる」の合計 

 

 

 

質問 

番号 
質  問  事  項 

※（ ）は中学校 

小学校（％） 中学校（％） 

市 全国 市 全国 

（４６）（４９） 算数（数学）の勉強は好きですか 69.7 68.6 63.5 57.9 

（４７）（５０） 算数（数学）の勉強は大切だと思いますか 95.3 93.7 86.3 84.2 

（４８）（５１） 算数（数学）の授業の内容はよく分かりますか 84.7 83.5 79.2 73.9 

（４９）（５２） 
算数（数学）の授業で学習したことは，将来，社会に出たときに役

に立つと思いますか 
96.1 92.5 78.7 76.2 

（５０） 
算数の授業で学習したことを，普段の生活の中で活用できないか考

えますか 
81.1 76.5  

（５１） 
算数の授業で新しい問題に出合ったとき，それを解いてみたいと思

いますか 
79.2 79.1  

（５２） 
算数の問題の解き方が分からないときは，諦めずにいろいろな方法

を考えますか 
83.9 82.0  

（５３） 
算数の授業で問題を解くとき，もっと簡単に解く方法がないか考え

ますか 
84.7 82.1  

（５４） 
算数の授業で公式やきまりを習うとき，そのわけを理解するように

していますか 
86.9 84.0  

（５５） 
算数の授業で問題の解き方や考え方が分かるようにノートに書い

ていますか 
92.7 87.0  

（５６）（５３） 
今回の算数（数学）の問題について，言葉や数，式を使って，わけや求

め方などを書く問題がありましたが，どのように解答しましたか 

※「最後まで書こうと努力した」と回答した割合  
85.5 80.7 60.6 60.8 

 算数･数学科に関する内容については、小学校では全ての事項で、中学校ではほとんどの事項

において肯定的な回答の割合が全国よりも上回った。国語と比較すると「好き」と回答した割

合は下がるものの、多くの児童生徒が、算数･数学の学習の重要性、必要性を感じていることが

確認できる。また、「授業内容がよく分かる」の項目では、小・中学校ともに８割程度が肯定的

な回答をしている。小学校においては、解答方法を工夫したり、ノートの自分の考えを書いた

りする習慣が定着していることが確認できた。一方で、中学校の質問事項（５６）の回答状況

から、学年が進むにつれ個人差が大きくなってきていることが考えられる。 

今後、基礎基本の確実な定着を図るとともに、小・中学校間のつながりを意識しながら授業

改善に取り組んでいくことが望まれる。 
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（５）自己有用感 

 

               ※ 数値は、「当てはまる」「どちらかといえば、当てはまる」の合計 

  

質問 

番号 
質  問  事  項 

小学校（％） 中学校（％） 

市 全国 市 全国 

（５） 自分には、よいところがあると思いますか 87.5 81.2 77.8 74.1 

（６） 先生は、あなたのよいところを認めてくれていると思いますか 94.4 86.1 85.1 81.5 

（８） 将来の夢や目標を持っていますか 89.2 83.8 74.7 70.5 

（５６）（５３）今回の算数（数学）の問題について，言葉や数，式を使って，わけや求め方などを書く問題がありましたが，

どのように解答しましたか 

【小学校】 

 
【中学校】 

 

小・中学校ともに、全ての質問事項において肯定的な回答の割合が全国よりも高い結果となっ

た。また、「先生は、あなたのよいところを認めてくれていると思いますか」の項目が高い数値

を示していることから、教師の関わりが自尊感情の高まりにつながっていると考えられる。 

 今後も、児童生徒一人一人のよさを認め、伸ばしていく指導を継続していくとともに、児童生

徒の自己実現に向けたキャリア教育等の充実に努めたい。 

（８）将来の夢や目標を持っていますか 

【小学校】 

 
【中学校】 
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（６）規範意識 

 

 

 

 

※ 数値は、「当てはまる」「どちらかといえば、当てはまる」の合計 

 

 

 
  

質問 

番号 
質  問  事  項 

※（ ）は中学校 

小学校（％） 中学校（％） 

市 全国 市 全国 

（１３） 学校のきまり（規則）を守っていますか 95.2 92.3 96.3 96.2 

（１４） 人が困っているときは，進んで助けていますか 93.2 87.9 89.0 85.9 

（１５） いじめは，どんな理由があってもいけないことだと思いますか 98.1 97.1 95.8 95.1 

（１３）学校のきまり（規則）を守っていますか 

【小学校】 

 

【中学校】 

 

小・中学校ともに、全ての質問事項において肯定的な回答の割合が全国と同程度か上回る結

果となった。本市の児童生徒は、高い規範意識をもって学校生活を送っていることが確認でき

た。特に、「人が困っているときは，進んで助けていますか」の項目が高い結果となっている

ことから、思いやりのある集団づくりがなされていることがうかがえる。 

 今後も、規律ある学校生活を維持していくとともに、家庭や地域との連携を図りながら規範

意識の向上や倫理観の育成に努めたい。 
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（７）地域や社会に関わる活動 

 

 

 

 

※ 数値は、「当てはまる」「どちらかといえば、当てはまる」の合計 

 

 
  

 

 

質問 

番号 
質  問  事  項 

※（ ）は中学校 

小学校（％） 中学校（％） 

市 全国 市 全国 

(２３) 今住んでいる地域の行事に参加していますか 75.0 68.0 51.3 50.6 

(２４) 
地域や社会をよくするために何をすべきかを考えることがありま

すか 
58.3 54.5 39.4 39.4 

(２５) 
外国の人と友達になったり，外国のことについてもっと知ったりし

てみたいと思いますか 
72.3 68.6 62.9 62.4 

(２６) 
日本やあなたが住んでいる地域のことについて，外国の人にもっと

知ってもらいたいと思いますか 
83.4 76.1 61.0 59.3 

（２４）地域や社会をよくするために何をすべきかを考えることがありますか 

【小学校】 

 
【中学校】 

 

小・中学校ともに、全ての質問事項において肯定的な回答の割合が全国の結果と同程度か上

回る結果となった。小学校では、生活科や社会科、外国語活動等で自分の住む地域について学

ぶ機会があることから、地域への関心が高い傾向にあると考えられる。一方で、中学校になる

と、全国の結果と同様に地域への関心が低下する傾向が見られた。 

 今後は、「下野市ふるさと学習」を中心に、小・中学校９年間を通して地域・社会への関心

を高めていく指導に努めたい。 


